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1. 計画施設の概要 

 

1.1 目的 

本業務は成田市公設地方卸売市場（以下「成田市場」という。）に計画している農林水産物

の輸出拠点施設の建設に係る機能調査及び施設の基本的な構造・配置等を検討することを目

的とする。 

輸出拠点では卸売市場内で検疫や通関等の輸出関係業務をワンストップで実施し、輸出手

続きの迅速化を図ることを目標とする。 

 

1.2 計画施設の概要 

（1） 名  称：成田市公設地方卸売市場輸出拠点施設 

 

（2） 所 在 地：成田市公設地方卸売市場再整備計画地（未定） 

 

（3） 取扱品目：青果物、水産物（食肉、花卉） 

 

（4） 施設機能：農林水産物の輸出拠点施設として以下の機能を有するものとする。 

1） 通関業務機能 

2） 検疫業務機能 

3） 爆発物検査業務機能 

4） 輸出対象農林水産物の搬入･一時保管（温度･鮮度管理）機能 

5） 輸出対象農林水産物のコンテナ・運搬車輌等への積込機能 等 

 

（5） 稼働日数：年間約 260 日（開場日(市場カレンダー)に準ずる） 
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2. 計画準備、資料収集整理 

計画施設の検討に必要となる現況の整理及び関係資料の収集を行う。 

 

2.1 計画準備 

（1） 調査の進め方 

計画施設の検討に必要となる現況の整理及び関係資料の収集を行う。 
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（2） 成田市場の現況 

成田市場の現況は以下の通りである。 

 

1） 都市施設：市場 

2） 所 在 地：成田市飯仲 42 番地 2 

3） 取扱品目：青果物、水産物（関連業者：食肉、花卉） 

4） 用途地域：準工業地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 成田市都市計画図 
出典：なりた地図情報(都市計画情報)HP 

5） 建ぺい率：  60％ 

6） 容 積 率： 200％ 

7） 敷地面積： 71,800 ㎡ 

8） 施設規模： 29,424 ㎡ 

9） 施設構成 

・ 青果部卸売場  3,705 ㎡ 

・ 水産物部卸売場  2,233 ㎡ 

・ 青果部仲卸売場    645 ㎡ 

・ 水産物部仲卸売場  3,082 ㎡ 

・ 倉庫     253 ㎡ 

・ 便所      36 ㎡ 

・ 業者事務所  1,987 ㎡ 

・ 管理事務所棟（２階建）   333 ㎡ 

・ ゴミ集積所   1,556 ㎡ 

・ 汚水処理施設    45ｔ/日 

・ 駐車場    7,300 ㎡ 

・ バナナ発酵室    398 ㎡ 

・ 発泡スチロール処理施設 200kg/h 

・ 排水処理施設処理能力 700ｔ/日 
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10） 配置図 

図 2-2 成田市公設地方卸売市場配置図 

 
出典：成田市役所 卸売市場サイト 

11） 稼働日数  

成田市場の開場状況は以下の通りであり、年間約 260 日の開場となっている。 

図 2-3  2015 年市場カレンダー 

 

 

図 2-4  2016 年市場カレンダー 

 
出典：成田市役所 卸売市場サイト 
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12） 開場時間 

成田市場の開場時間は 0:00～24:00 の 24 時間となっている。またセリについて水産物部が

05:30 開始、青果部は 06:30 開始となっている。 

 

13） 成田市場業者取扱高 

成田市場における取扱高及び取扱金額は、市場外流通の増加、景気低迷等の影響により取

扱高、取扱金額とも従前に比べて減少傾向で推移しているが、青果物は近年増加傾向にある。 

 

図 2-5 成田市卸売市場 業者取扱高 
 青果物数量（ｔ） 青果物金額（千円） 水産物数量（ｔ） 水産物金額（千円） 

平 元 21,059 3,410,886 25,116 20,876,640

2 19,787 3,671,389 24,636 21,407,919

3 17,660 3,430,130 24,077 21,561,955

4 18,252 2,986,548 22,487 20,421,032

5 17,758 3,111,171 21,899 18,648,642

6 15,937 2,773,238 22,720 18,118,959

7 15,837 2,410,315 21,858 17,009,274

8 16,228 2,595,427 19,009 17,315,463

9 14,775 2,307,818 21,667 19,552,383

10 10,668 1,911,217 22,019 20,013,382

11 10,130 1,448,907 18,538 17,824,514

12 9,525 1,267,347 19,973 17,867,866

13 7,371 857,348 22,157 18,888,129

14 1,629 200,160 21,223 17,524,865

15 4,969 766,196 16,262 12,825,184

16 10,063 2,382,584 12,728 10,506,814

17 11,027 2,689,104 12,093 9,914,483

18 9,916 2,578,532 11,281 9,852,706

19 8,489 1,494,798 10,444 8,939,355

20 9,213 1,448,559 9,513 8,488,067

21 7,706 1,122,141 9,357 8,305,627

22 4,709 804,480 9,868 8,691,753

23 4,095 581,245 9,808 8,615,803

24 4,846 769,429 8,555 6,945,445

25 7,016 1,285,696 7,170 6,079,137

26 8,525 1,486,341 5,944 5,647,418

出典：成田市役所 卸売市場サイト業者取扱高 
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14） 入場業者 

現在、成田市場に入場している業者は以下の通りである。 

表 2-1 成田市場入場業者 

青果 社 名 水産物 社 名 

卸売業者 (株)成田ベジフル  卸売業者 大都魚類(株)成田支社 

仲卸業者 

成田青果卸売協同組合  

仲卸業者

成田市水産物仲卸協同組合 

(有)山仁青果  (株)魚がし拓海 

石井青果(株)  (株)魚誠 

(株)成田山邦  (有)鬼澤 

(有)キムラ  (有)カクダイ 

買受人 成田青果商業協同組合  (有)京葉水産 

   小古間 

   (株)新場水産 

   新場水産鮪部 

   (有)竹田水産 

   (株)玉正 

   (有)銚子屋水産 

   長助 

   (有)鶴田川魚店 

   (資)仲野水産 

   (有)成田石川水産 

   (有)成田原野 

   (有)成田ヤマニ 

   南條水産 

   (株)はしもとや 

   (株)古内水産 

   丸魚水産 

   マルセイ 

   (株)丸六 

   丸和食品 

   (株)森田 

   柳半水産(有) 

   (有)米正 

   若海水産 

   (株)若槇水産 

   買受人 2 者 

出典：成田市役所 卸売市場サイト 
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（3） 成田市場の将来像 

1） 成田市場輸出拠点化プロジェクト 

成田市における国家戦略特区（エアポート都市構想）の施策のうち、「国際物流拠点として

の機能強化（自由貿易地域の設定）」の一環として卸売市場の輸出拠点化があげられている。 

 

図 2-6 成田市国家戦略特区展開エリア 

 
 

表 2-2 国際物流拠点としての機能強化（自由貿易地域の設定） 

 

出典：成田市 HP エアポート都市構想 
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図 2-7 成田市場を活用した輸出拠点化プロジェクトの目的と検討の背景 

 

 

図 2-8 卸売市場の農産物輸出拠点化 

 
出典：成田市 HP 成田市場の輸出拠点化プロジェクト 
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図 2-9 成田市場を活用した輸出拠点の目指す姿 

 

図 2-10 輸出手続きの現状と将来像 

 

図 2-11 情報提供、商談及び決済のワンストップ化に向けた施策 

 
出典：成田市 HP 成田市場の輸出拠点化プロジェクト 
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2） 成田市卸売市場基本方針策定にかかる調査について 

① 成田市場における輸出取扱の現況 

（青果） 

卸売業者は、現在は輸出の取扱を行っていないが、今後取組みたい意向を持っている。 

仲卸業者は、4 社のうち 1 社が商社を通じて輸出を行っている。主な取扱品目等は、大葉、

メロン、わさび、大和菜、万能ネギ等で、主な輸出先はアメリカ合衆国、サイパンなどであ

り、輸出額は同社の取扱額の 8％程度である。但し、計画的に海外を輸出先に設定した戦略的

な取組みを行っているわけではなく、商談が入ると対応している状況である。 

また、輸出を行っていない 1 社は、輸出の継続・拡大に向けた協力者がいないことを課題

として挙げている。 

（水産） 

卸売業者は、現在輸出の取扱いを行っていないが、輸出については前向きである。(※) 

仲卸業者のうち 1 社は、生鮮・魚介類を商社経由で輸出している。但し、取扱上の課題と

して、輸出手続き等の負担が大きい点を挙げている。 

出典：卸売市場基本方針策定にかかる調査報告書（平成 25 年 7 月） 

(※)成田市場輸出拠点化推進協議会 

② 成田国際空港周辺農産物輸出協議会 

空港周辺 9 市町（成田市･富里市･香取市･山武市･栄町･神崎町･多古町･芝山町･横芝光町）

では成田国際空港周辺農産物輸出協議会を設立し、空港周辺の農産物の管理・輸出を扱う共

同事業会社の設立に向けた検討に着手している。 

 

③ 成田市場における今後の戦略 

表 2-3 成田市場の今後の戦略 

 
出典：卸売市場基本方針策定にかかる調査報告書（平成 25 年 7 月） 
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図 2-12 今後の成田市場の可能性 

 

 

出典：卸売市場基本方針策定にかかる調査報告書（平成 25 年 7 月） 
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（4） 平成 27 年度ロンドン輸出実証事業 

 

成田市場輸出拠点化推進協議会が 2015 年 11 月に実施したロンドン輸出実証の結果は以下

の通りであった。 

図 2-13 輸出手続きの現状と輸出実証の結果 

 
 

図 2-14 輸出実証における所要時間 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：成田市場輸出拠点化推進協議会資料 
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図 2-15 手続き時間が長期化した要因と対策 

 
図 2-16 問題発生となった要素、プロセスの特定 

 

図 2-17 輸出量が増大した際に起こりうる課題とその対応策 

 

出典：成田市場輸出拠点化推進協議会資料
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輸出実証の輸出対象として高級小売、高級レストラン、卸売企業があげられている。また、

農産物の輸出に関するヒアリングを実施している。 

 

図 2-18 イギリスにおける高価な農産物の流通構造の全体像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-4 ヒアリング実施対象及び主要論点のヒアリング結果概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：成田市場輸出拠点化推進協議会資料 
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（5） 農林水産物・食品試験輸出（参考） 

日本貿易振興機構（JETRO）が 2011 年 2 月にベトナムに航空便・船便で農林水産物・食

品試験輸出調査を行った際の航空便利用による成田空港からホーチミン空港、ホーチミン空

港から市内倉庫までのトラック輸送による試験輸出の経過は以下の通りである。 

図 2-19 輸出入スキーム 

 
 

表 2-5 輸出入所要日数 

 
出典：日本貿易振興機構（JETRO）農林水産物・食品試験輸出調査（ベトナム）報告書  
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表 2-6 輸出諸費用（2011 年 1 月時点） 

 
出典：日本貿易振興機構（JETRO）農林水産物・食品試験輸出調査（ベトナム）報告書  
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（6） 日本の農林水産物輸出の動向 

1） 平成 27 年農林水産物・食品の輸出実績 

日本の農林水産物・食品の輸出実績は年々増加し、2015 年まで 3 年連続で過去最高を更新

している。世界的な和食ブームを背景として高品質な果物や養殖水産物が海外で取引されて

いる。 

図 2-20 農林水産物・食品の輸出額の推移（全国） 

 
出典：農林水産省サイト 

図 2-21 農林水産物･食品の国別･品目別輸出戦略 

 
出典：農林水産物・食品輸出環境課題レポート（2014/2015） 
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2） 農林水産省平成 27 年度予算事業 国際農産物等市場構想推進事業（参考） 

国としても日本の農林水産物・食品の輸出拡大をめざし、卸売市場の活用を後押ししてい

る。 

成田市場輸出拠点化推進協議会ではこの補助を活用し、前出（4）のロンドン輸出実証を行

った。 

図 2-22 農林水産省平成 27 年度予算事業 国際農産物等市場構想推進事業 

 
出典：農林水産省サイト平成 27 年度予算事業 国際農産物等市場構想推進事業 
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3） 卸売市場を活用した輸出の現状（参考） 

平成 23 年度の各地の中央卸売市場を活用した輸出実績は以下になる。 

表 2-7 中央卸売市場の輸出実績 

 
出典：卸売市場をめぐる情勢について（農林水産省、平成 26 年 7 月） 

 

なお、卸売市場を活用した輸出の取組を推進するため、平成 28 年 4 月に、原則禁止されて

いる中央卸売市場の卸売業者の第三者販売及び仲卸業者の直荷引きについて輸出に係るもの

を特例として認めるとする省令改正が予定されている。 

表 2-8 中央卸売市場と地方卸売市場に係る制度の比較 

 
出典：卸売市場をめぐる情勢について（農林水産省、平成 28 年 1 月）
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4） 成田空港運用状況（参考） 

成田市場は国際航空ネットワークが発達している成田空港に近接しており、農林水産物の

航空輸出に適している。成田空港の就航路線（2015 年 10 月現在）と空港運用状況は以下の

通りである。 

図 2-23 成田空港就航路線図 

 
 

図 2-24 成田空港運用状況 

 
出典：成田空港～その役割と現状～NARITA AIRPORT2015 

  


